
■募集人数

毎年10 名

■応募資格（詳細は募集要項参照）

経済学部入学予定者*

または経済学部第 1 学年在籍者**

　　* 1 年生秋学期に渡航、4 年間で卒業。

　　** 2 年生秋学期に渡航、5 年間で卒業。

■選考方法（詳細は募集要項参照）

※フランス語能力は要件に含まれません。入学後、慶應義塾大学およびパリ政治学院でフランス語を履修します。

塾内選考のあと、慶應義塾大学・パリ政治学院の合議を経てプログラム参加者を最終決定します。
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Keio University

　　　　　　　　　　　　　　で活躍する人材を多数輩出しています。
◇ 慶應義塾とのつながりが深く、この学士のダブルディグリー・プログラム開設（2012年）も、アジア

の大学で初めてでした。ほかにコロンビア大学やUBC（ブリティッシュコロンビア大学）との間で同
様のプログラムを展開しています。



2つの大学、さまざまな文化。

双方のプログラム参加学生が同時
に 2 つの大学の間を移動しながら
3 年半一緒に学びます

卒業時に 2 つの学士を取得⇒ 修士課程（パリ）に進学可能

●慶應義塾大学大学院経済学研究科には、パリ政治学院とのダブルディグリー・プログラム（修士レベル）が設置されています。



学費： 留学中の2年間は、パリ政治学院に学費（年間

10,040 € ＝2015年度）を支払い、代わりに慶應義

塾大学の授業料が免除されます。

生活費の目安： 1 ヵ月に約8 ～ 9万円（住居250 ～

350 €、食費200 ～ 250 € ほか計700 ～ 800 €）。

また、フランスの国民健康保険に必ず加入します（約

200 €／年）。

本プログラム参加者を対象とする奨学金（ひとり30万

円）をフランス渡航時に支給します。

プログラム参加者は、現地（ル・アーヴル）でキャンパ

ス近くの学生寮に入寮することができます。

▪  学生数は200名程度、慶應とは対照的に規模の小さなキャンパスです。学生のおよそ半数を留学生が占めてい

ます。

▪  アジア・ヨーロッパ研究を特色としており、これらの地域からの留学生が多く集まっています。

▪  芸術・文化、スポーツの課外活動が活発で、7キャンパス対抗戦もおこなわれています。

▪  キャンパスURL：http://college.sciences-po.fr/sitehavre/

ル・アーヴル（Le Havre）は、パリから北
西へ電車で約2時間、ノルマンディー地方
に位置するセーヌ河口の港湾都市です。戦
後、再建された町並みは2005年に世界文
化遺産に登録されました。画家モネの出身
地で、印象派とゆかりの深い土地です。




